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「日本のすがた」
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(１) 地理的分野観光客用に作られている４か国

⑵ア 日本の地域構成 ○ ◎の世界地図の特色を見つけ、その

イ 世界と比べた日本の地域地図がどこの国のものであるかに

基本的な知識・理解を問 的特色 (ｱ) 自然環境ついて、

う問題である。

世界地図を活用し、我が国の

２ 位置、アメリカとの時差、海洋（ ） 国際社会の中で、身近な国であ

◎ ○
るアメリカ合衆国の事例を通して、 に囲まれた日本の領土の特色、

自然災害と防災対策を中心とし時差を求める問題である。

た活用問題である。

(３) ① 日本の領土について 「沖ノ 問題を解く際には、５か国の、

鳥島 の位置を示す問題である 位置や特色を手がかりに、既習 ○ ◎」 。

の知識などを活用して、授業で

学んだことを転用させていくこ

② 日本の領土を守るための対策 とが大切である。

（護岸工事）がなぜとられてい ◎ 〇

るのかについて、説明できるか 解答に当たっては、問いに関

をみる問題である。 する資料等を活用して根拠をも

とに判断することにより、地理

(４) 自分自身が生活する場において起 的な見方や考え方を身に付けさ

こりうる自然災害を想定するととも せることをねらいとしている。 ◎ ○

に、その自然災害に備えるために自

分自身ができる方策を考える問題で

ある。


